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漢文訓読について学ぶこと、教えること、研究すること	

グリブ	 ディーナ（国際教育交流センター／文学部・人文学研究科国際化推進室）	

名古屋大学文学部には一年半前にまいりましたが，そ

の前から他の大学の文学研究科や人文科学研究科で人

文学系の勉強と研究を 10 年間以上続けております。	

名古屋文学部・人文学研究科では，主に外国人留学生

のサポートを担当しております。そして，このたどた

どしい日本語と名前からお察しいただけますように，

私自身も外国人です。高校生のときに進路について迷

って，何となく外国語が習いたかったことと，茶道や

お花見など日本伝統文化についての本が印象的だった

ことが切っ掛けとなり，ロシアの大学の日本語学科に

入り，日本語を勉強し始めました。	

そこから長い道のりでしたが，結局日本の大学院に進学しました。日本史学の分野で鎌倉～室町期の古文

書を読んでいるうちに，漢文訓読体のリズムに憧れ，外国人日本語学習者を対象とする漢文訓読教育につい

て研究し始めました。調査では，ロシア国内の日本語学科の学生たちを相手に四字熟語を題材に授業を行っ

たことがあります。難しいと思われがちな漢文ですが，彼らが真剣に訓読の基礎について聞いて，一個一個

の漢字の意味や読み，訓読文中の助詞や助動詞，成句全体の意味について確認をしながら，楽しそうにレ点

や一二点を付けていました。「郷に入っては郷に従え」が四字熟語「入郷従郷」から由来していることや，「不

倶戴天」が「倶に天を戴かず」と訓読できることは，日本の方でもあまり意識されないようですが，ロシア

語にも同じ意味の成句があることを学生が親しみやすく，面白いと言っていました。ふと思うのですが，日

本の国語の授業でも，先ずは身の回りの四字熟語等の成句から入れば，生徒が漢文訓読に興味を持ちやすく

なるのでないでしょうか。	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
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フランス文学の多様な魅力を知る	

分野・専門名：フランス語フランス文学第 2	

	 フランス文学といえば，一般的にはきっと恋愛や冒険

などのどちらかといえば美しい事物を扱っているという

イメージが強いのではないでしょうか。	

しかし，実際のフランス文学はそのような綺麗なもの

だけを題材にしているわけではありません。私たちはこ

れまでに殺人やアルコール依存症などの退廃的な内容を

歌っているボードレールの『悪の華』や戦場とその中で

の思考の混沌を描いたクロード・シモンの『フランドル

への道』，自殺や不条理という事柄を考察しているカミュの『シーシュポスの神話』など，一般的なフラン

ス文学のイメージとは異なる作品を味わってきました。初めは独特な内容や文体に対して研究室中に戸惑い
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